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定して間違いない。また、表 1－2 の参考値以外にも、震災復興需要や 2020 年開催予
定の東京オリンピックに対する期待を背景にした旺盛な建築需要、デフレ脱却の諸政
策が労働力の希少価値性をさらに押し上げていくのも想像に難くない。さらに、労働



































































































































































日本語では、「仕事と生活の調和」と翻訳されるが、DTI(Department of Trade and 
Industry:英国貿易産業省)では、「年齢や人種、性別にかかわらず、すべての人が仕
事と仕事以外の責任や欲求とをうまく調和しうる生活リズムを見つけられるように、





























































































































調査対象は、以下の条件を満たす 400 名の方々である。 
 大学・大学院卒の総合職採用（制度上、経営者まで昇進可能な従業員） 
 現役職が執行役員を含む経営者以外の従業員 













集し、自作の調査票をもとに調査を 2014 年 10 月に実施した。その結果、割付表通り
に 400 名の総合職従業員から回答を得ることができた。（表 4－2） 
 










































































































































4.2.4 レジリエンス力  




















4.2.6 プロアクティブ性格  
























(1)前田 高志 氏（仮名 46 歳） 
食品・酒類卸売業／副部長・次長クラス 
少年サッカークラブ／ヘッドコーチ 
(2)村山 誠 氏（仮名 43 歳） 
教職公務員／主幹教諭 
日本ボーイスカウト東京連盟多摩西地区実働団／団委員長 






























































5. 結果と考察  
5.1 定量分析結果 
5.1.1 回答結果の概況考察 
以下の表 5－１は調査対象者 400 人を、社内外のプロアクティブ行動の四象限に分
類した人数分布である。 
 
図 5－1： 調査対象 400 人の分類結果 
 
 
上記表 5－１の詳細を説明する。タイプⅠ「現状満足者」の総数は 188 名で全体の
47％であった。タイプⅡ「従来型企業戦士」の総数は 189 名で全体の 47％であった。
タイプⅢ「ライフ重視」の総数は 4 名で全体の 1％であった。タイプⅣ「マルチプロ
アクティブ」の総数は 19 名で全体の 5％であった。また、全 400 名のうち、社外活動



































































































































次に相関分析の結果を受けて、重回帰分析を実施した。（表 5-2-1、表 5-2-2） 
 
表 5-2-1： 重回帰分析結果（ビッグファイブを除く尺度） 
 
***p<.001    **p<.01    *p<.05 
 
表 5-2-2： 重回帰分析結果（ビッグ・ファイブ） 
 
***p<.001    **p<.01    *p<.05 
 
重回帰分析を受けたパス図は次の通りである。（表 5-3-1、表 5-3-2） 
 
















































































































































































































































































































































た、誠実性については 12 の尺度で唯一、0.1％以下の有意水準となった。 
 
（5）同調性 































表 5－6： 「社外活動組織あり」と「社外活動組織なし」の属性別状況比較表 









ど得られなかったが、比較では、「社外あり」が 38 名のうち 6 名 15.8％を占有し、


















15 名 39.5％－なし：83 名 22.9％）、「5．一般社員」における「社外あり」の占有率









































































(1)前田 高志 氏（仮名 46 歳） 
食品・酒類卸売業／副部長・次長クラス、少年サッカークラブ／ヘッドコーチ 
 
インタビューは 2014 年 12 月 19 日（金）、前田氏の勤める食品・酒類卸売会社の一
室で実施した。時間はおよそ 90 分である。 
前田氏の事前アンケート結果は表 5－7のとおりである。 
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インタビューは 2014 年 12 月 21 日（日）、村山氏の所属する日本ボーイスカウト東
京連盟多摩西地区実働団の本部の一室で実施した。時間はおよそ 80 分である。 
村山氏の事前アンケート結果は表 5－8のとおりである。 
 



















ヴンソン・スミス・ベーデン＝パウエル（Robert Stephenson Smyth Baden-Powell, 1st 


























































































































































































い。地元だけでも 2,000 人以上の教員がいて、東京都だと 35,000 人にもなる。異動も
多く、長期間同じ職場で働く同僚は多くない。研修も組織コミットメント向上に対す
るフォローには関心が置かれていなく、管理職研修でも「職場」運営に対する視点に




































































インタビューは 2014 年 12 月 25 日（木）、高橋氏の勤務先近くにある喫茶店にて実
























































































































































る。通常建設には、短くても 1 年、概ね 2 年は工期を費やすが、積算は一つの案件を
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